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（2023.2.28） 

 
 

ＲＴＤに関する消費者飲用実態調査 

サントリーＲＴＤレポート２０２３（詳細版） 

 

〈調査概要〉 

・調査委託先 （株）Ｈ.Ｍ.マーケティングリサーチ 

・調査対象  最近１ヶ月にアルコールを飲用した 

２０～６０代の男女４,０００人 

・調査方法  インターネット調査 

・調査日   ２０２２年１２月１７日（土）～１８日（日） 

 

〈本レポートで使用する用語の定義〉 

ＲＴＤ ：「Ready to Drink」の略語。 

そのまますぐ飲める缶チューハイ・サワーや

缶カクテル、ハイボール缶などのアルコール

飲料 

ノンアルコールＲＴＤテイスト飲料 ：アルコール度数０.００％のチューハイ 

テイスト飲料、カクテルテイスト飲料など 

ＲＴＤユーザー ：最近１ヶ月に自宅でＲＴＤの飲用経験が 

ある人 

ノンアルコールＲＴＤユーザー ：最近１ヶ月に自宅でノンアルコールＲＴＤ 

テイスト飲料の飲用経験がある人 

ＲＴＤエントリー者 ：ＲＴＤを最近１年間で飲むようになった人 

ＲＴＤ食中ユーザー ：普段自宅でＲＴＤを「食事やおつまみなどを 

食べているとき」に飲むことが多い人 

若年層 ：２０～２９歳 

“飲みたい” ：「飲みたい」「やや飲みたい」と 

回答した人の合計 

“飲みたくない” ：「飲みたくない」「あまり飲みたくない」と 

回答した人の合計 

“イメージが強まった” ：「イメージが強まった」「どちらかといえば 

イメージが強まった」と回答した人の合計 
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“あてはまる” ：「あてはまる」「ややあてはまる」と 

回答した人の合計 

“あてはまらない” ：「あてはまらない」「あまりあてはまらない」 

と回答した人の合計 

“飲みたい気持ちが強まった” ：「飲みたい気持ちが強まった」「どちらかと 

いえば飲みたい気持ちが強まった」と回答

した人の合計 

“魅力的である” ：「魅力的である」「やや魅力的である」と 

回答した人の合計 
 

※本レポートでは、小数点第２位を四捨五入しています。そのため、数字の合計が１００％と  

ならない場合があります（差分表記においても同様）。 

※本レポート内に記載されているＭＡとはマルチアンサー（複数回答）を、ＳＡはシングルアンサー

（単一回答）を意味します。 

※本レポート内に記載されている販売数量はすべて１ケース＝２５０ml×２４本換算です。 
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１．ＲＴＤ市場・ユーザー意識について 

 

 

 
 

２０２２年のＲＴＤ市場は２億７,１４０万ケース（対前年 99%）と、２０１９年

と比較し約１.２倍になったと推定されます。２０２３年も２億７,０００万ケース

規模（対前年 100%）になると見込まれます。（図１） 

当社が実施した「ＲＴＤに関する消費者飲用実態調査２０２３」（以下「当社調査」）

では、ＲＴＤエントリー者の９２.５％が、今後もＲＴＤを自宅で飲みたいと答えて

おり、市場は今後も着実に拡大していくことが期待されます。（図２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年ＲＴＤ市場は、新型コロナウイルス感染症拡大前の 

２０１９年と比較し、約１.２倍に 

［図２］【ＲＴＤエントリー者の今後のＲＴＤ自宅飲用意向】（SA n＝639） 

［図１］【ＲＴＤ市場の推移（２０１０～２０２２年）】 

※当社推計（250ml×24 本換算） 

（万ケース） 

2022 年 
2 億 7,140 万ケース 

（対前年 99%） 
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２０１９年と比べ自宅で飲むＲＴＤのイメージに変化があったかを質問したところ、

全体と比較してＲＴＤユーザーは「気分転換になる」（10.3pt 差）、「味・フレーバー、

度数、価格、飲みやすさ等様々な商品から選べる」（9.0pt 差）、「気分に合わせて

選べる」（7.7pt 差）の項目でイメージが強まったと答える割合が高くなっています。

（図３） 

２０１９年と比べてＲＴＤは、“気分を変えたい時に飲みたい”“様々な商品から

選べる”“気分で選びたい”、といったイメージが強まったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年と比べ強まったＲＴＤのイメージは 

「気分転換になる」「様々な商品から選べる」「気分に合わせて選べる」 

［図３］【コロナ前と比べた自宅で飲むＲＴＤのイメージ変化：イメージが強まった】 

（SA 全体 n＝4,000 ＲＴＤユーザー n＝2,320） 

10.3pt 9.0pt 
7.7pt 
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1.2pt 

２．食事中の飲用シーンでＲＴＤに求められる多様な価値 

 

 

 
 

ＲＴＤユーザーに“自宅のＲＴＤ飲用シーン”を質問したところ、「食事やおつまみ

などを食べているとき」（63.8%）が突出して多い答えとなりました。続いて、  

「お風呂あがりのとき」（20.1%）、「テレビ・ＤＶＤなどを観ているとき」（19.1%）

という結果になりました。（図４） 

「食事やおつまみなどを食べているとき」は２０２０年調査※１（62.6%）と  

比べても１.２pt 伸長しており、引き続き食事中のＲＴＤ飲用が拡大すると見込まれ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※１ 「ＲＴＤに関する消費者飲用実態調査 サントリーＲＴＤレポート２０２１」 

“自宅のＲＴＤ飲用シーン”は 

「食事やおつまみなどを食べているとき」が突出して第１位 

［図４］【自宅のＲＴＤ飲用シーン】（MA 2020 年 n＝2,212 2022 年 n＝2,320） 
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ＲＴＤ食中ユーザーが“自宅で食中に飲用するＲＴＤに求めること”は「食事

に合うこと」（85.6%）が第１位となりました。ほかにも、「飲み飽きないこと」

（70.7%）というニーズに加えて、「気分転換できる」（64.3%）、「一日の解放感を

感じること」（62.9%）といった価値、「しっかりとした果実感が感じられること」

（58.0%）も求められていることが分かりました。（図５） 

食事中に飲用するＲＴＤには、中味の特長や飲用時の気分など多様な価値が求め

られているようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事中に飲用するＲＴＤには多様な価値が求められている 

「食事に合う」「飲み飽きない」というニーズから 

「果実感」という中味特長、“気分転換”という価値までさまざま 

［図５］【自宅で食中に飲用するＲＴＤに求めること：あてはまる】（SA n＝1,480） 
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ＲＴＤ食中ユーザーに自宅で飲用するＲＴＤフレーバーに関して質問したところ、

“自宅で飲むことがあるＲＴＤフレーバー”“好きなＲＴＤフレーバー”“１年前と

比べて自宅で飲みたい気持ちが強まったＲＴＤフレーバー”全てにおいて「レモン」

が第１位になりました。（図６・図７） 

食事中にＲＴＤを引用するユーザーは、レモンフレーバーを支持しているよう

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＴＤ食中ユーザーはレモンフレーバーを支持 

“自宅で飲むフレーバー”“好きなフレーバー” 

“飲みたい気持ちが強まったフレーバー”において「レモン」が第１位 

［図６］【ＲＴＤ食中ユーザーが、自宅で飲むことがある／好きなＲＴＤフレーバー】 

（MA n＝1,480） 

［図７］【ＲＴＤ食中ユーザーが、１年前と比べて自宅で飲みたい気持ちが強まった 

ＲＴＤフレーバー】（SA n＝1,480） 
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ＲＴＤ食中ユーザーに対して、“自宅で食中に飲むＲＴＤとしてレモンサワー以外

の食事に合うお酒も欲しい”か質問したところ、６６.５％が「あてはまる」と答え

ました。（図８） 

レモンフレーバーを支持するＲＴＤ食中ユーザーですが、一方で、レモン以外の

フレーバーへの期待も高いようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事中に飲用するＲＴＤでは、レモン以外のフレーバーへの期待も高く 

ＲＴＤ食中ユーザーの３人に２人は 

「レモンサワー以外の食事に合うお酒も欲しい」と回答 

【図８】【自宅で食中に飲むＲＴＤとしてレモンサワー以外の食事に合うお酒も欲しい】（SA n＝1,480） 
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３．ノンアルコールＲＴＤテイスト飲料市場・ユーザーが求める価値について 

 

 
 

２０２２年のノンアルコール※２ＲＴＤテイスト飲料市場が１,０９５万ケース

（対前年 116%）と、前年より大きく伸長したと推定されます。（図９） 

※２ アルコール度数０.００％の飲料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図９］【ノンアルコールＲＴＤテイスト飲料市場の推移（２０１１～２０２２年）】 

ノンアルコールＲＴＤテイスト飲料市場が対前年１１６％と大きく伸長 

※当社推定（250ml×24 本換算） 

（万ケース） 

2022 年 
1,095 万ケース 

（対前年 116%） 
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ノンアルコールＲＴＤユーザーが求めるノンアルコールＲＴＤテイスト飲料の

魅力は、「体に優しい」（90.2%）が第１位、次いで「食事に合う」（87.5%）となり

ました。加えて「お酒の味がする」（80.4%）、「本格的な味わいがする」（79.1%）

となり、“本格的なお酒の味わい”を魅力と感じているようです。（図１０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図１０］【ノンアルコールＲＴＤに感じる魅力：魅力的である】（SA n＝296） 

ノンアルコールＲＴＤテイスト飲料に求められる魅力は 

「体に優しい」「食事に合う」などに加えて 

「お酒の味」「本格的な味わい」など“本格的なお酒感“も 
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37.6pt 35.4pt 35.0pt 

34.8pt 34.1pt 

 

 

 
 

 

“ノンアルコールＲＴＤに対して１年前と比べてイメージが強まったこと”を

質問したところ、「身近で親しみが持てる」（37.6pt 差）、「後の心配なく気兼ねなく

飲める」（35.4pt 差）、「時代にあっている／流行っている」（35.0pt 差）、「明るい

気分にしてくれる」（34.8pt 差）、「ココロに潤いを与えてくれる」（34.1pt 差）が

全体との差が大きい結果となりました。（図１１） 

ノンアルコールＲＴＤユーザーのノンアルコールＲＴＤテイスト飲料のイメージ

として、“身近で気兼ねなく飲める”ことに加えて、「明るい気分にしてくれる」、

「ココロに潤いを与えてくれる」といった“ウェルビーイング”のようなイメージ

が強まっているようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図１１］【ノンアルコールＲＴＤに対して１年前と比べてイメージが強まったこと】 

（SA 全体 n＝4,000 ノンアルコール RTD ユーザー n＝296） 

ノンアルコールＲＴＤテイスト飲料は１年前と比べ、 

“身近で気兼ねなく飲める”“ウェルビーイング” 

といったイメージが強まる 
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４．若年層がＲＴＤに求める価値 

 

 

 
 

“自宅飲用にはじめて購入したお酒”について質問したところ、若年層では 

「ＲＴＤ」（67.2%）が第１位でした。また、“最近１年間で飲むようになったお酒”

についても「ＲＴＤ」（32.2%）が第１位でした。（図１２） 

若年層にとってＲＴＤは、お酒に親しむきっかけであり身近な存在のようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若年層が“自宅飲用にはじめて購入したお酒” 

“最近１年間で飲むようになったお酒”は「ＲＴＤ」が第１位 

［図１２］【自宅飲用にはじめて購入した／最近１年間で飲むようになったお酒：若年層】 

（MA n＝574） 
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若年層ＲＴＤユーザーにＲＴＤの魅力を質問したところ、「飲みやすいこと」

（88.7%）、「味の種類が豊富で選べること」（79.2%）、「楽しい気分になれること」

（66.9%）、「悪酔いしないこと」（66.7%）、「丁度良い酔い心地であること」（66.4%）

が上位にきました。（図１３） 

若年層は、「飲みやすさ」や「味の種類の豊富さ」に加えて、「楽しい気分になれる

こと」「丁度良い酔い心地」などをＲＴＤの魅力と感じているようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若年層は、「飲みやすさ」「味の種類の豊富さ」に加えて 

「丁度良い酔い心地」などＲＴＤにさまざまな魅力を感じている 

［図１３］【ＲＴＤの魅力：若年層ＲＴＤユーザー】（SA n＝408） 
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“自宅でＲＴＤを飲むことでどのような時間を過ごしたいか”を質問したところ、

若年層の回答は「楽しい時間」（79.8%）、「リラックスできる時間」（76.7%）、「心地

よい時間」（76.0%）、「自分の時間」（74.0%）、「大人の時間」（60.1%）となりました。 

また全体との差分では、若年層は「大人の時間」「楽しい時間」「自分の時間」

といった項目が高い結果となり、若年層はＲＴＤを飲むことで「楽しい時間」に

加えて、「心地よい時間」「自分の時間」「大人の時間」を過ごしたいと考えている

ようです。（図１４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若年層はＲＴＤを飲むことで「楽しい時間」に加えて 

「心地よい時間」「自分の時間」「大人の時間」を過ごしたいと考えている 

［図１４］【自宅でＲＴＤを飲むことでどのような時間を過ごしたいか：あてはまる】 

（SA 全体 n＝4,000 若年層 n＝574） 

13.5pt 

4.3pt 6.5pt 
9.9pt 

11.4pt 
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“自宅でＲＴＤを飲むことでどのような気分になりたいか”を質問したところ、

「心地よい気分」（75.8%）、「楽しい気分」（75.1%）、「リラックス気分」（74.4%）、

「ほろ酔い気分」（73.2%）となりました。 

また、若年層は「贅沢な気分」や「大人な気分」といった項目が全体との差分が

大きい結果となりました。若年層はＲＴＤを飲むことで、心地よく楽しい「リラッ

クス気分」に加え、「贅沢な気分」や「大人な気分」を味わいたいと思っていることも

特徴といえるようです。（図１５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以  上 

若年層はＲＴＤを飲むことで「心地よい気分」「楽しい気分」だけでなく、 

「ほろ酔い気分」「大人な気分」などを求めている 

［図１５］【自宅でＲＴＤを飲むことでどのような気分になりたいか：あてはまる】 

（SA 全体 n＝4,000 若年層 n＝574） 

13.4pt 

10.9pt 

9.0pt 

8.8pt 

8.4pt 6.7pt 

6.3pt 

3.1pt 


